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論文の内容および審査の要旨

　本論文は,全 部床義歯装着者の咀嚼能力を向上

させ る因子 として顎堤粘膜の圧痛閾値の上昇に着

目し,筋 力 トレーニングが圧痛閾値に及ぼす効果

と,こ の圧痛閾値 と咬合力および咀嚼値 との相互

関連 を追究 したものである。

　 目　 的:全 部床義歯装着者は義歯装着後6か 月

から1年 経過す ると,咀 嚼能力が向上す ることが

報告 されているが,そ の理由は明 らかにされてい

ない。天然歯列では咬合力が増すと咀嚼能力が向

上すること,咬 合力の調節は歯根膜の圧感覚で行

われていることが明らかにされている。無歯顎で

も同様に顎堤粘膜の圧痛閾値が咬合力の調節に関

与すると考 え,圧 痛閾値の上昇は咬合力の増加を

もた らし,咬 合力の増加は咀嚼能力 を向上すると

いう仮説の立証 を目的とした。

　方 法:本 学附属病 院を訪れた無歯顎者20名

を被験者 として,新 義歯 を製作 ・装着 した。被験

者 を,筋 力 トレーニングを行 う実験群 と行わずに

経過をみる対照群 に10名 ずつ分けた。実験群には,

5秒 間の噛み しめを30秒 のインターバルをおい

て5回,こ れを1日1回 実施するよう指示 した。

　顎堤粘膜圧痛 閾値 を測定するため,感 圧 セン

サーを組み込んだ測定装置を試作 した。本装置 を

用いて規定 した部位の顎堤粘膜を加圧 し,押 され

ている感 じから痛みに変わった時点の荷重を圧痛

閾値 とした。咬合力の測定 にはデ ンタルプレス

ケール を用い,咀 嚼値の測定はManlyの 方法を応

用 した。測定時期 は義歯装着直後,4,8,12,

16,20,24週 後とした。

　結　果:顎 堤粘膜の圧痛閾値は下顎よりは上顎

の方が上昇すること,左 右差は認め られなかった

こと,前 歯部よりも臼歯部で上昇することが示 さ

れた。対照群が測定期間を通 して有意差が認めら

れなかったのに比較 し,実 験群では義歯装着後

12週 まで上昇 が続 き,そ の後はやや緩やかな変

化を示 した。咬合力と咀嚼値は圧痛閾値の上昇に

伴い値の向上が認められた。 このことから,筋 力

トレーニングにより顎堤粘膜圧痛閾値の上昇がみ

られ,こ の圧痛閾値の上昇は咬合力の増加をもた

らし,そ れに伴い咀嚼値の向上が生 じることが示

唆 された。

　上記の論文に対 して,本 審査委員会は本研究の

内容および関連す る事項について,基 礎的,臨 床

的立場から口頭試問を行った。主な質問事項は,

①研究課題に対す る仮説,② 被験者の男女比が効

果に及ぼす影響,③ 対照群 において12週 後に変

化 した理由,④ 圧痛閾値が上昇 した理由などであ

り,こ れらの質問に対 して申請者から適切な回答

が得 られた。

　論文に対 しては,実 験結果の説明を明解に記述

することや,字 句の一部修正 を求めた。後 日,修

正論文 を査読 した結果,い ずれの指摘事項も適切

に修正 され,各 審査委員からの確認 と了承が得 ら

れた。

　申請者は本研究分野において広範な学識を備 え

ており,今 後の研究活動に必要な能力を有 してい

ることを認めた。本研究の成果は,口 腔生理学お

よび歯科補綴学領域において,義 歯に関連 した疼

痛および義歯装着者の咀嚼能力の評価等に貢献す

るところ大であり,学 位授与に値す ると判定 した。
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